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　帝都北方、貴族の邸宅や高級な商店のみが建ち並ぶ一画に〝名前のない仕立屋〟と呼ばれる店があった。

　白い壁、小洒落た青い煉瓦、帝都の街並みに溶け込んだ上品な建物には被服を扱う店であることを示すよう、ただ糸車と刺繍枠の並んだ看板だけが掛けられている。

　店名を表に出さず、近年流行の陳列窓すら用意しない佇まいは、言外に彼かの店が一見さんお断りであることを示していた。

　否、実質的にはただ一人の道楽を満たすためだけに存在している店なのだ。

　早朝、朝が遅い傾向にある貴族達の生活に合わせて開店も遅い部屋の中で一人の長命種が静かに支度をしていた。

　彼女がこの店の女主人だ。よく連行されてくる金髪の持ち主は、ここが後援者の専属だと勘違いしているが、実際の主は異なる。

　他に雇われているお針子衆は、皆どこかの大店や名店にて働いている高名な主席や責任者ばかりだが、必要に応じて参上するだけで常にこの店に詰めているのは彼女だけだった。

　貴族を通しても全く恥じぬ風格ある家具と調度品、そして塵一つない行き届いた清掃に乱れがないことを確認し、女主人は自分の作業椅子へ静かに腰を下ろした。

　用途に応じた無数の針が針山へ整然と並び、染め上げられた色の取り合わせも賑やかな糸の群れの真ん中には作業中の服が畳んで置かれている。

　道楽として、自らの要望を満たすことを第一に据え作られた店であるが、故にこそ名前が広まる。名前を掲げないあの店は、着道楽――尤も自分は必要としないのだが――で知られるフォン・ライゼニッツのご愛顧とあれば、話題のために自分もと依頼を持ちかけられることが珍しくなかった。

　著名人が愛用しているのと同じ品を纏えるというだけで、社交界では立派な武器として成立するのだ。

　数ある依頼の中で、後援者であるライゼニッツ卿が「まぁ、この方の依頼でしたら」と認めた趣味以外の仕事。机上にて取り残されていたのも、そんな事情により仕立てていた物の一つ。

　溜息を一つ吐いた長命種が針に触れて術式を込めると、独りでに糸が針穴へ潜り込み、布が浮かび上がって魔力で下書きが描かれた夜会服が展開された。

　同時進行で何十本もの針が服へ群がり、ただの裁断された布を服の形に纏め、精緻極まる刺繍を描ききるまでに掛かった時間は僅か半刻足らず。どんな名店の店先に並べても恥にならない逸品を仕立てておきながら、女主人は憂鬱そうな表情を崩さなかった。

「つまらない仕事……」

　仕事は選べても着る人間は選べない。誰もが見とれるであろう格調高い典雅な夜会服も、家格だけが立派で心躍らない顧客が袖を通すと思うと、磨いた技術を活かして手ずから刺繍する気にもなれなかった。

　ああ、やはり心躍る仕事がなければ。

「おはようございまーす」

　従業員用の勝手口から女性が一人入って来た。鬣犬族ノールの犬鬼はお針子の一人で、普段は有名な出張仕立屋で働いている。買いに行くのではなく、贔屓を呼びつけて服を作らせる上位の貴族が使うような店だ。

「今日も早いですねー、店長」

「上に住んでいるんだから当たり前でしょう。……今日でしたっけ？」

「あははー、またとぼけちゃってー。長命種が物忘れなんて面白くないですよー」

　鬣犬ハイエナめいた、ヒト種からすると精悍すぎる、しかし同種族内では愛らしい顔で笑うお針子であるが、女主人は素なのだけれどと内心で応えた。

　長命種とは忘れることを知らない種族だが、一時的に失念することはあるのだ。思い出せなくなることと、意識に上らないことは全く違う。

　とみに彼女は長命種でありながら被服に人生を捧げた奇特な趣味人の一人。願望をこねくり回し、形になっていない造型や今後を思うと予定が意識の埒外に押し出されることが間々あった。

「楽しみですねぇー。今日は、どんなのを持って来てくれるんでしょうかライゼニッツ卿」

「そうね。きっと心躍るような仕事だと思うわ。あたくし、最近はあの子が好みなの。ほら、金髪の子と一緒に連れてこられた……」

「あー、聴講生の子ですねー！　自分も気に入ってますよー！　特に憂鬱アンニユイな表情が合いますよねー!!」

　誰かが空いた時間に仕事するために持ち込んだ服を使った主従再現シチユが最高だった！　と悦に入る犬鬼に対し、鉄面皮を保っていた長命種が目を眇めた。

「は？　あの子は無邪気に金髪の子と絡んでいるのが最高なんですが？」

「はー？　お目々が硝子玉でいらっしゃいましてー？　望まぬ結婚に悩む若き貴公子、そしてその行く末を案じる従僕の尊さが理解いただけないんですかー？」

「其方そなたこそ近視眼ではないかしら。卿があの子を連れてきたのは、市場で楽しく買い物をしている姿を見初めてなのよ。一人の乙女を取り合った二人、しかし真に分かち難き友は決闘の末に見つかってという状況の尊さが分からないの？」

「解釈違いですねー。黒髪の子の笑顔がいいのは認めますけど、悩んでいたり考え込んでいたりする顔の〝陰〟が美しいと思うんですけどー？」

「それこそ解釈違いですね。金髪の子と巫山戯合う時に放たれる〝陽〟の尊さといえばもう、言葉にできぬくらいだというのに」

「なんだか盛り上がってますねぇ」

　議論していると、ライゼニッツ卿のお召しがある日だからと、本来の職場を放っておいて――大半は此方が〝本業〟と認識していようが。賃金的にもやる気的にも――お針子達が次々と出勤してきた。

「わたしはぁ、女の子の時の方がいいなぁ……両片思いっていいよねぇ……夜会服を着て、従僕に出来映えを尋ねる彼女。そつなく応える彼だけど、彼女の本意は彼にだけ自分を見て貰いたい。それが叶わぬから、せめて一番にってぇ……」

「安直！　悲恋、至高！　従僕役、女中と番いが良き！」

「いやいや、それこそ安直ではないかな？　ボクは男の側の片思いの方が良いし。襲われる主人、庇って斃れる従僕。そして、今際の際だからこそと溢れる真意……！」

「これだから表層しか物事を見ない悲劇好きは困る。世界が求めているのは幸福なオチなのよ。金髪の子が着せられた騎士装束があったでしょ。アレと合わせて栄達して迎えに来たという状況こそ……」

「浅いわよ！　やはり本質を見なければ！　黒髪の子は中性人だから尊いの！　本来の属性を見て、友情と恋慕に揺れ、そして性愛が分からぬ中性時の葛藤がない交ぜに……!!」

　人数が増えると共に議論はただただ盛り上がる。伊達に彼女達もライゼニッツ卿に見出されて、この店で職人として雇用されていない。

　むしろ、卿が単なる懇意にしている店の店員ではなく、同志と見做して直答を通り越し、奔放な発言や意見の表明を許している時点で分かりきったことであろう。

　なればこそ、全てのお針子衆がここで仕事をしているのだ。破格の報酬でも出勤日が少ない雇用条件でも、況してや社交界で自らの腕前と作品をひけらかす機会に焦がれてでもない。

　ただ尊いものを自らの手で作り上げ、飾り立てる愉悦を知るがため、全てのお針子はライゼニッツ卿に共感してここにいるのだ。

「あの金髪の子は、それこそ黒髪の子より憂い顔が似合いそうなんだけどなぁ。あぁー、曇って欲しい。悲劇とかじゃなく、ただただ心折れた姿と黒喪の礼装が似合いそう」

「理解！　主人、葬儀、落涙一筋！」

「ふむ、理解できなくもない。ただ、彼は一人でも映えるからね。軍装を着て、戦場に挑む前の騎士が抱く、戦への嘆きの方が似合わないか？」

「……あたくし、彼ならば女装させたいのですけど。もう育ってきてしまっていますが、襟を高くして肩を膨らませた意匠ならばギリギリいけると思うのですよ。卿は男の子だと分かってしまうような女装が良いとおっしゃいますが、あたしは男児でありながら女性として振る舞うことを強制される境遇の方が……」

「ああっ、それ尊いー！　いいですー！　分かりますー!!」

「ふーむ、となると装束は何がいいか……花嫁、いや寡婦……」

「いいえ、いいえ、華やかな午餐服ですよ！　とある名家に嫁を出さねばならない家が、しかし女児に恵まれずやむなく女性として振る舞わせる！　そして、娶されることとなった家に赴けば、出会ったのは同じ境遇で男児として振る舞う彼女!!」

「きゃー!!　素敵!!」

「いやっ、それならば共に男児として友情を育んだ末に葛藤を抱きつつ、この感情は何なのだと悶える方がよくないかい!?」

「両方！　女の子！」

　話題にされている当人達が聞けば、一人は剣の柄に手が伸び、一人はそれを止めようとしつつ、果たして本当に制止していいものか悩んだであろう。

　卿のお気に入りの中には、飾り立てられて褒められることを喜ぶ者もいるのだが、あの二人はどちらかと言うと常識人寄りだ。少なくともここの面々は、彼等が自分の格好を姿見で確認した時に作る表情の意味を理解している。

　それで尚、後援者と自分の興が優先されるからこそ、業が深いと皆が理解しているのだろうが。

「あぁー、あの二人の組み合わせもいいけどぉ、他に絡んで欲しい子もいるんだよねぇー……卿が気を遣われて引き合わせてないけれど、是非全員を並ばせたい……!!」

「それは難しいんじゃないかなぁ。ボクも進言したことはあるが、ライゼニッツ卿も貴族の子弟が相手とあってはどちらも萎縮するだろうとおっしゃったからね」

「無念！　しかし、雇用主、最優先！」

「残念ですねぇー、卿の御意向ならば致し方ないのでー」

　姦しく彼女達が尊いと感じる者への談義は止まらぬが――同時に仕事の準備をする手が止まらぬのも玄人故か――陽の傾き具合から時間の経過を察した女主人は、手を叩いて仕事へ意識を戻させる。

「おしゃべりも良いですが、そろそろライゼニッツ卿がいらっしゃいます。準備は完璧に。どのような図をお持ちでも対応できるよう、職責に恥じぬよう備えなさい。悦に入りすぎて満足に仕事ができない者を出入りさせるほど家は優しくありませんよ」

「「「はい、店長jawohl meine Herrin」」」

　指示に従って口を噤み、効率よく動き続けるお針子達。後援者が如何なる依頼を持ち込もうと、万端に出迎えるために様々な反物、糸、針仕事の道具が並べられていく。特にお気に入りらしい天鵞絨びろうどや本繻子サテンの反物は彩りを多く、伝統的な衣装に欠かせない絹も忘れずに。

　時に平民の装束を求められることもあるので、亜麻や綿など貴族の店に相応しくない物も軽んずることなく用意しておく。それに、何の弾みで妙な流行が訪れるか分からないのが社交界だ。目を惹く淑女が自然で素朴な素材で作られた夜会服で注目を集めれば、自分達も同じ物をと言い出すこともあるのだから、平民が使う物だからと扱いに慣れぬ半端者は一人もいない。

　必要とあれば、更に最適な物を調達するための色見本も用意して、持ち込まれる尊い想像を迎え撃つ準備は万端整った。

「おはようございます！　今日も良い物が入りましたよ!!　私が抱えている意匠師デザイナーは、やっぱり有能です!!」

　日程だけを伝えて先触れもなく訪れる死霊であれど、気配を察したお針子達の出迎えに瑕疵はない。優雅に腰を折り、乱れなく並び声を揃えて後援者を迎える。

「足をお運びいただき、恐悦の極みですフォン・ライゼニッツ」

「「「いらっしゃいませ、フォン・ライゼニッツ」」」

「ええ！　では、硬っ苦しい挨拶は抜きにして、早速楽しむとしましょう!!」

　死霊であるのに生き生きと、そして艶々とした生気を発するライゼニッツ卿。その後ろに続くのは、何日も徹夜でもしたような疲労感を湛えた金の髪の少年と、彼を気遣う黒髪の少年。

　何人かのお針子は、やった、男の子の時だと喜び、同時に何人かは残念そうにする。

　今日もまた、死霊とその信奉者によって催される宴サバトは華やかに始まった…………。




【Tips】およそ高貴なる人々の服は全て特注品であり、相応しい衣装を用立てるため数多の仕立屋が帝都では鎬を削っている。
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